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関係事務に対して、各種申請手続きのオンライン
化や資格情報の連携などのデジタル化が推進され
ていくこととなった。
　以上、2024年度は議連、行政、関係団体に対し
て歯科技工士の抱える懸案事項に向けたロビー活
動を積極的に行い、理解と協力を求めるとともに
信頼関係を深める1年となった」と総括した。
　次いで青木 彰副会長より第2号議案「2024年度会
計収支決算の承認を求める件」が上程され、資料を
基に詳細な説明が行われた。あわせて監査報告と
して中村守勝、三島良之両監事より、2024年度会
計収支決算書については伝票証憑類その他これに
関する帳簿等により、また役員の業務執行につい
ては2024年度活動報告書およびこれに関連する書
類により監査した結果、本連盟の会計は正確かつ
適正に処理されており、会務は適正妥当に執行さ
れたものであることを認める旨の報告が行われた。
　その後、質疑応答を経て採決を行った結果、第1
議案、第2号議案とも賛成多数により承認された。
　続いて蓑輪雅宏副会長より、地域組織連盟間で
の意見交換や情報共有を目的とした全国会長懇談
会の開催に関する提案があり、詳細が決まり次第、
改めて連絡することとした。また、土肥 学常任理
事より日技連盟公式LINEへの登録要請が行われ
た。
　最後に報告事項として執行部より「時局・渉外に
ついて」「2025年度活動方針について」「2025年度予
算について」の各報告があり、関連する質疑応答が
行われた後、全日程が終了した。

労働大臣に就任されたことは大変心強い限りである。
　2025年7月には第27回参議院議員通常選挙が実
施されるが、比例代表候補予定者の比嘉奈津美参議
院議員を日本歯科医師連盟と同じく推薦すること
とした。全国で行われる比嘉議員によるデンタル
ミーティングには、地域組織の協力により会員が参
加するなど、準備活動を積極的に行った。
　公益日技との連携の下、歯科技工士の地位向上と
歯科技工業界の環境改善を求め、議連を通じて関係
団体及び関係省庁との折衝による成果が表れてき
たところであり、総選挙にて議席を失った議員も国
政へ戻ってこられることを願い、地元の地域組織連
盟と共に引き続き支援を行って参りたい。
　2023年12月11日に厚生労働省医政局より発せら
れた「歯科技工士法第21条第1項の規定に基づく開
設届出のなされた歯科技工所の一覧のホームペー
ジ等への記載について」の課長通知により、全国の
歯科技工所に公的歯科技工所管理番号が付けられ
ることとなったが、番号付与の態様が統一されてい
ないことや、番号付与そのものが実施されていない
自治体、番号付与に消極的な自治体も散見されたこ
とから、引き続き公的歯科技工所管理番号の付与に
向けた努力を重ねて参りたい。
　6月に実施された社会保険歯科診療報酬改定で
は、議連を通じて武見敬三厚生労働大臣に直接面談
し、歯科技工関連項目の製作点数の引き上げを求め
0.57％のプラス改定となった。
　またマイナンバー制度を利用し、歯科技工士を含
む32の税・社会保障等に係る国家資格の国家資格

執行部提出の全議案が可決成立
2025 年度評議員会

　日本歯科技工士連盟（以下「本連盟」）は、去る6月
14日（土）、歯科技工士会館（東京都新宿区）におい
て2025年度評議員会を開催した。
　開会に先立ち1年間の活動についてまとめた動画
が上映された後、議長団の選出が行われ、松尾章
司評議員（福岡）が議長に、林 幹明評議員（愛知）が
副議長に選出された。
　議長団選出後、副議長が氏名点呼を行い、評議
員定数60名に対し58名の出席を確認。これを受
け議長が日本歯科技工士連盟規約第26条に基づき
2025年度評議員会の開会を宣言した。議事録署名
人の選出は議長一任となり、西野雅之評議員（茨
城）と西村益実評議員（鳥取）が指名された。その後、
奥村会長による会長挨拶（要旨別掲）が行われた。
　引き続き議長が議事に入る旨を議場に告げ、執
行部より第1号議案及び第2号議案が一括で上程さ
れた。
　はじめに時見高志理事長が第1号議案「2024年度
活動一般報告の承認を求める件」を上程し、「昨年1
月1日に石川県能登地方で最大震度7の地震が発生
し、甚大な被害をもたらした。9月には豪雨によ
る災害が追い打ちをかけ、改めて被災された方々
にお見舞い申し上げるとともに、一日も早く復旧、
復興が進むことが望まれる。8月には宮崎県で起き
た地震に関連し「南海トラフ地震臨時情報」が初め
て発令された。自然災害に対する組織全体の対策
準備が求められる。
　一方、国内の政治情勢では、自民党の政治資金
パーティーで得た収入の収支報告書への不記載問
題が国民の政治不信を招き、新たに誕生した石破
自民党総裁が首相に就任し、間もなく衆議院解散
総選挙が実施された。本連盟では地域組織連盟と
連携し、「歯科技工士に関する制度推進議員連盟」
（以下、議連）に所属する議員を中心に支援を行っ
たが、残念ながら役員2名を含め21名の議連所属
議員が落選する結果となった。しかし、新内閣に
おいて議連筆頭幹事の福岡資麿参議院議員が厚生

挨拶する奥村会長
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《質問》 議連の総会に稲田朋美議員が参
加されたそうだが、公的歯科技工所管
理番号の付与について稲田議員とどの
ような話をされたかお聞きしたい。【兵
庫県・宅見評議員】

《回答》 稲田議員へは、議員会館にお伺いしたほか、
議連の総会にご参加いただいた際にもお話をさせてい
ただいたが、公的番号付与の現状と課題についてお伝
えし、それにより国民がどのような不利益を被ってい
るかご説明した。
　具体的には、委託過程や製作過程の多様化、複雑
化により、委託先が歯科技工士法に準拠した歯科技
工所であるかどうかが潜在化してしまい、良質な歯科
補てつ物が国民に提供されているかどうかが分からな
くなってしまうということ。また、デジタル歯科技工
におけるサイバーセキュリティや、知的財産である設
計データの保護の問題。さらには、海外委託されると
いうことは医療費の7％に満たない歯科医療財源の一
部が国外に流出するということであり、つまりは国民
から税金や保険料で徴収している財源の流出であると
いうこと。こうした国民の不利益に通じると考えられ
ることをお伝えし、公的番号付与の必要性をご説明し
た。【奥村会長】

《質問》 6月の歯科診療報酬改定で0.57％
のプラス改定となったことについて、
各事業所で歯科技工士の賃金としてき
ちんと反映されているかどうかの検証
を行っていただきたいと思うが、公益日技や連盟と
して今後どのような活動を行うかお聞きしたい。【長崎
県・福井評議員】

《回答》 今回のプラス改定が歯科技工士の賃金にどの
ように反映されたかについて、厚生労働省が調査を
行っていると聞いている。公益日技が協力依頼を受け
て対応しているので、結果等については公益日技から
報告があると思われる。【奥村会長】

質  疑  応  答  要  旨 《質問》 2024年度の渉外活動の中で、歯科技工士の成
り手不足や早期離職を解決するためには歯科技工所の
経営改善が不可欠であると述べられているが、私は教
育が足りていないことこそが原因だと考えている。
　連盟の活動として、教育問題の解決を第一に掲げ、
しっかりとした教育を受けた歯科技工士が世の中で働
くことによって社会的地位が向上し、早期離職や人手
不足の解決につながるという流れをつくっていただき
たい。【兵庫県・宅見評議員】

《回答》 教育年限に関するご意見だと思うが、この問
題は公益日技が日本歯科医師会や全国歯科技工士教
育協議会等の関係団体と協議をしながら進めていくこ
とが前提である。その上で、政治力が必要となったと
きに連盟が連携し、議連を通じて行政に働きかける等
の活動をすることになるので、まずは公益日技と関係
団体との協議の結果を注視していきたい。【奥村会長】

《質問》 2025年度活動方針として「歯科技工経済につい
て」「公的歯科技工所管理番号付与について」「歯科技工
士の業務のあり方について積極的検討」「歯科技工士管
理者講習会の公的制度化について」の4項目に関する
活動方針が述べられている。これらについて国に働き
かけていくのだと思うが、地域組織連盟はどのような
活動をすればよいのか。
　特に大阪府の場合、第1党が大阪維新の会であるた
め、自民党に話を持っていこうにも窓口がないから動
けない。会員からも、なぜ自民党を応援するのかとい
う声が上がってくる。日技連盟からのトップダウンが

あればいいが、国政と地方は分けましょうということ
でトップダウンもない。答弁の中で「自民党ではこう
だ」と言われても、その目線ではわれわれは動けない
のが実情である。
　日技連盟として地域組織連盟にどの
ように動いてほしいのか、具体的にご
説明いただきたい。【大阪府・小谷評議
員】

《回答》 議連は自民党所属議員でしか構成されていな
いが、私たちの問題は本来、超党派で取り組んでいた
だかなくてはいけない内容である。そのため、例えば
比嘉奈津美議員は自民党の議員のみならず、歯科医師
資格を持った野党議員とも議論も重ねて情報共有をさ
れている。そうした事例があるので、大阪府の場合で
も、大阪維新の会所属議員にお話ししたことが自民党
議員にまったく届かないということはないのではない
か。野党議員が歯科技工士に関してはまったく関心が
ないということはないであろうし、過去には国会の厚
生労働委員会の中でも、歯科技工士に関する問題を質
問された野党議員は多数いる。
　地域によって与党が強いところとそうではないとこ
ろがあるのは承知しているが、地元の議員が野党だか
ら話すことがないというのではなく、超党派で取り組
む問題なのだという観点から、自民党議員でなくても
積極的に関わっていただいて、歯科技工士の問題を解
決しなくてはいけないという機運を高めていただきた
い。【奥村会長】

　2025年度日本歯科技工士連盟評議員会の開催に
あたり、ご挨拶を申し上げます。
　歯科技工士連盟は国民への良質な歯科医療の提
供を前提とし、歯科技工士の職責を全うするに必
要な共益（共同の利益、会員に共通する利益）の実
現を目指して活動する政治団体であり、日本歯科
技工士連盟と地域組織歯科技工士連盟があります。
共益には経済的利益と精神的満足があり、この具
現化に必要な要望を必達するには、官庁（国家機
関、地方公共団体）と政党、議員の援助を得て合意
に至ることが肝要であります。
　2024年10月27日の衆議院議員総選挙で「歯科技
工士に関する制度推進議員連盟」（以下、議連）の執
行部2名を含む議連所属議員の21名を失った逆風
は痛手でありました。しかし、福岡資麿議連筆頭
幹事（佐賀 参議院）が厚生労働大臣に就き、総選挙
後以降、地域組織歯科技工士連盟による推薦等の
ご協力により、議連所属議員数は増加し追い風へ
と転じてきました。
　日本歯科技工士連盟は「経済的利益」、「歯科技工

士の社会的地位向上」、「歯科技工所の確固たる社会
的位置付」を目標に中央省庁（1府12省庁）に要望し
ています。近年の物価高騰、賃金上昇等が社会保
険制度に経済基盤の多くを委ねる歯科技工士や歯
科技工所にとり生活や経営圧迫の要因となってお
り、診療報酬改定における医療費の十分な財源確
保（経済的利益）を日本歯科医師連盟と足並みを揃
えて求めています。また、現状の履修課程に応じ
た俸給表が国家公務員である4年制大学の修学を終
えた歯科技工士について適用される学歴免許等が
短大3卒のままであったため、実態に即した医療職
俸給表(二)初任給基準表の改定を厚労省、人事院
に求め、2025年4月大学卒の区分が追加され歯科技
工士の社会的地位向上を果たしました。
　また医療機関等への支援に関する重点支援地方
交付金等については、地方自治体の支給の有無、
支給頻度、支給額のばらつきの課題はありますが、
従来と比べ歯科技工所への対応は変容し、歯科技
工所の社会的位置付は高まっています。加えて歯
科技工の業務委託においてトレーサビリティの確

保は歯科医療の安全、安心を保証するための必須
要件であり、昨今の歯科技工のデジタル化、施設
の共同利用、歯科技工所間連携等で委託過程は多
様化し、かつ作成過程は複雑化しています。開設
届け出を行わずに歯科技工を行っている歯科技工
所（無届歯科技工所）の存在もあり、不正（作成、委
託、請求）による患者への機能及び衛生上有害な歯
科補てつ物等の提供を防止するには、歯科医療機
関や連携歯科技工所において委託、受託先が法令
に準じた歯科技工所であるか等を可視化できる体
制整備の必要性と迅速性を訴え、公的歯科技工所
管理番号付与の制度化に向けて大きく舵が切られ、
日本歯科技工士連盟、議連、中央省庁との協議は
継続的に開催されます。
　共益には政治力が必要であります。これには日
本歯科技工士連盟と地域組織歯科技工士連盟が協
同し、さらに日本歯科医師連盟、日本歯科衛生士
連盟と協同し強い政治力を発揮しなければなりま
せん。今夏には参議院議員選挙が行われます。職
域代表を失ってはならない重要な選挙です。日技
連盟LINE公式アカウント、ホームページは情報
展開と共有を実現し、見える連盟活動は一致団結
の強力な推進力になります。これには会員増強は
必須であります。
　結びに、本日の皆さまの慎重審議と本連盟への
引き続きのご理解、ご協力をお願い申し上げ、簡
単ではございますが挨拶といたします。本日はど
うぞよろしくお願い申し上げます。

2025年度評議員会 会長挨拶

日本歯科技工士連盟
　会長　奥 村 英 世


